
設立年 ２０１２年 ５月 設立後 満６年 法人登記 ２０１２年 ５月

法人格/ふりがな

代表者氏名 役職

郵便番号

住  所

団体TEL

URL

活動エリア 県中

活動分野（テーマ）
保健・医療・

福祉の増進
社会教育の推進

学術・文化・

芸術・スポーツ
中間支援

役員・会員 役員 理事/監事 9/2人 45

前年度収入（決算） 112.115 千円

c.資金集め（会費・寄付）や自主事業収入について

d.法人格の選択及び認定NPO法人・公益法人取得について

震災後のふくしまの子どもたちの体力は震災以前にまでまだまだ回復しておりません。そのため今後とも屋内遊び場の運営

が必要であるが、行政の方針がはっきりとしないためいつまで継続できるか不安です。

行政からの委託金や会員の会費や個人・企業からの寄付金で運営を行っている。震災後５年後までは、高額の助成金があっ

たが現在は新しい助成金の確保が難しく、新規の会員・寄付の確保に苦慮しています。

震災の年の１２月に開設された郡山市元気な遊びのひろば『PEP kids Koriyama』を見本に県内及び県外にも多くの屋内遊

び場が設置されました。放射能の影響で外遊び・運動が制限されましたが、屋内遊び場が設置されたことにより子どもたち

の体力が少しずつ回復してきています。

e.活動への福島の復興の影響

認定ＮＰＯ法人を取得したことによって寄付のお願いがしやすくなり、取得して良かったです。また、法人の運営管理が的

確に処理されるようになりました。

０２４‐９４２‐６７７７ FAX ０２４‐９４２‐６７７８

info＠#pepnet.jpメールアドレスhttp://pepnet.jp/

福島県地域活動団体　情報シート  （ 20 1 7年度）　

法人格名 こおりやまぺっぷこそだてねっとわーく

団体名 認定特定非営利活動法人 郡山ペップ子育てネットワーク

理事長菊池　信太郎

活動拠点

所在地

９６３‐８８０３

 福島県郡山市横塚１−１−３

正会員

私たちの目標は、福島の子どもたちが『日本一元気』になることです。30年前の日本の子どもたちが持っ

ていた良き生活習慣を取り戻し、そして新しい時代に適応した生活習慣を新たに組み入れる、まさに子ど

もたちの成育環境のルネサンス（再生と復興）が必要です。

a.震災から7年を過ぎ、今後への展望

理事に税理士・弁護士の方がおり、事務局にも会計に精通した職員がいるため特に問題はありません。

個人/団体　31/14

◆いろいろお伺いしました

b.理事会や事務局機能、会計・監査機能の整備

団体概要

（定款・会則による

団体のミッション

等）

この法人は、東日本大震災後の持続する低線量放射線環境下に生きる子どもたちのため、地域の大人達が

子どもたちをどう守り、どう育てていくかを考え実践する組織である。特に、子ど も達が遊び、運動す

る環境の提供と整備、子どもの心のケア、子育てのアドバイス、放射線や 関連する健康被害に関する知

識の啓発活動等を行うことを目的とする。

直近3年の主な

事業

（実績）

○居場所づくり事業　郡山市元気な遊びのひろば『PEP kids Koriyama』（ペップキッズこおりやま/郡山

市委託事業）

○健全な成育環境を整えるための調査研究事業

○郡山市元気な遊びのひろば「PEP Kids Koriyama」の運営協力（運営サポートおよび遊び場、キッチン

スタッフの研修）

○子どもの体と心のケアを行う活動　○地域の子育て活動のアドバイス、サポート及び連携

○絵本の読み聞かせ活動の普及

子どもの健全育成

地域へのメッ

セージ

今年度主な事業

（取組み）

○居場所づくり事業　郡山市元気な遊びのひろば『PEP kids Koriyama』（ペップキッズこおりやま/郡山

市委託事業）　○調査研究事業　　○人づくり事業　　　○身体のケア事業　　　○心のケア事業

○周知啓発事業　  ○子育て動画サイ『PEP kids School』の運営事業


